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桜島火山における多項目観測に基づく火山噴火準備過程解明のための研
究（序報）

Process of migration of magma toward Sakurajima volcano, Japan
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桜島火山は1955年から南岳山頂火口における爆発的な活動を続けてきたが，2000年以降爆発回
数が減少した．一方，南岳東山麓の昭和火口は2006年6月に58年ぶりとなる噴火活動を再開し，
2007年，2008年，2009年と噴火活動は活発化の方向にある．桜島の主マグマ溜まりは，桜島の
北方，姶良カルデラ下，深さ10kmにあると考えられているが，南岳の爆発的噴火活動が活発で
あった1974年～1992年はその周辺の地盤は停滞もしくは沈降傾向にあったが，1993年以降，隆
起に転じた．姶良カルデラの地盤の隆起・膨張はその後も続き，マグマ溜まりがあると考えられ
ている深さ10kmにおける体積の膨張は9×107m3に達すると見積もられている．また，桜島にお
ける火山性地震の発生領域も2003年以降，桜島の南西部やカルデラ北東部の若尊火山付近まで
拡大した．今後，桜島の火山活動はさらに活発化する可能性が高く，我々は，桜島を対象として
マグマの上昇・移動過程のモデル化を目的として，多項目観測に基づく火山噴火準備過程解明の
ための研究を開始した．本研究は4つのテーマからなる．１つは，地震観測および地盤変動の力
学的観測によりひずみ過程を明らかにすることである．2番目は人工地震や自然地震により励起
された地震波やMTにより火山体部の構造の変化を把握することである．3番目は地盤変動観測
や火山灰，火山ガスなどの噴出物量からマグマフラックスの変化を見積もりことである．4番目
はすでに噴出されている火山ガス，火山灰などを来るべき噴火の先行物質と位置付け，その化学
的組成変化からマグマの上昇・移動過程を研究することである．既設の桜島島内の火山性地震観
測，地盤変動，火山ガス等の連続観測に加え，2009年4月から次の観測に着手した．海域を含む
周辺の南九州において稠密観測を開始した．桜島の北東部を中心にGPS連続観測点の5点増設し
た．また，水準測量，GPS，重力の繰り返し観測を実施した．絶対重力の連続観測，地下水位の
連続観測を始めた．火山ガスの放出量を繰り返し，火山灰，火山レキなどの噴出物の付着成分や
化学組成分析などを実施した．さらに，12月に地震波による反射法探査を桜島北東部において実
施し，2008年の人工地震探査の結果と比較して構造の時間変化の検出を試みた．個々の観測項
目については別の発表についてとりまとめる．
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